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if there is a labor-management agreement based on the Labor 

Standards Law, deductions might be made for accommodation 

expenses or for the cost of gas and electricity. A labor-management 

agreement might also stipulate that the company deducts the cost of 

lunches, etc., as cost reimbursement.  

If you have any further questions about the deductions shown on 

your payment slip, you should consult with the relevant people at 

your accepting company. 

 

November  Bulletin  
 

<Health>  —Changing Seasons— 

In November, we begin to move towards winter: the days become 

noticeably shorter, and you have to use heaters morning and night 

and wear thick coats. The lower temperatures and dryer air in 

winter make it easy for viruses to multiply. This is why the number 

of cases of colds, flu, bronchitis, pneumonia, bronchial asthma and 

other illnesses involving the respiratory system increase around the 

time when the seasons change. Today, we will be giving you some 

advice on simple methods you can use in your daily lives to help 

avoid the flu.  

First, if you’re feeling a little tired, get some rest. Have something 

nutritious to eat, keep yourself warm, and go to bed earlier. When 

you come in from outside, don’t forget to wash your hands and 

gargle. Washing your hands prevents diseases that are spread by 

contact, while gargling helps prevent diseases that are spread 

through the air. Avoid crowds as much as possible, and it’s also a 

good idea to wear a mask when you do have to be out in a crowd. Pay 

attention to information about outbreaks of flu. Another good method 

of preventing the flu is to get a vaccination, if your local health 

center is offering them. The vaccine won’t become effective until 

around two weeks after you receive it. Flu outbreaks occur between 

December and March, so it’s best to get vaccinated by the middle of 

November.  

 

<Japanese Words and Phrases>  

—Shichi-Go-San (Seven-Five-Three Festival)— 

Shichi-Go-San is a ceremony in which parents dress their children 

up in haregi (their best clothes) and take them to jinja (Shinto 

shrines) to give thanks for the fact that they have grown and to wish 

them a happy future. At the shrines, the children are given 

chitose-ame (thousand-year candies), which are offered to wish them 
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た
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11月のミニ情報 

 

＜健康
けんこう

＞－季節
き せ つ

の変わり目
か  め

－ 

１１月
   がつ

になると、めっきり日
ひ

が落
お

ちるのも

早
はや

くなり、朝晩
あさばん

はストーブ
す と ー ぶ

等
など

の暖房
だんぼう

器具
き ぐ

を使
つか

ったり、衣服
い ふ く

も厚手
あ つ で

の上着
う わ ぎ

が必要
ひつよう

になるなど、

季節
き せ つ

は冬
ふゆ

に向
む

かいます。冬
ふゆ

は気温
き お ん

が下
さ

がり、

空気
く う き

が乾燥
かんそう

するため、ウイルス
う い る す

が繁 殖
はんしょく

しやす

くなります。季節
き せ つ

の変わり目
か  め

にかぜや

インフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

、気管支炎
き か ん し え ん

、肺炎
はいえん

、気管支
き か ん し

ぜ

んそくなどが増
ふ

えるのは、このためです。そ

こで今回
こんかい

は、研修生
けんしゅうせい

・技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

のみなさ

んに日 常
にちじょう

生活
せいかつ

で簡単
かんたん

にできる

インフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

の予防
よ ぼ う

方法
ほうほう

をお教
おし

えします。

まず、「ちょっと身体
か ら だ

が疲
つか

れたな。」と思
おも

っ

たら、十 分
じゅうぶん

な栄養
えいよう

をとり、暖
あたた

かくして、早
はや

め

に眠
ねむ

るなどして休 養
きゅうよう

しましょう。外 出
がいしゅつ

から

帰
かえ

った時
とき

には手洗
て あ ら

いとうがいを忘
わす

れずに。手
て

洗
あら

いは接 触
せっしょく

による感染
かんせん

を、うがいは空気
く う き

から

の感染
かんせん

を防
ふせ

ぎます。なるべく人混
ひ ご と

みを避
さ

ける

と同時
ど う じ

に、人混
ひ と ご

みの中
なか

ではマスク
ま す く

を着 用
ちゃくよう

する

のもひとつの方法
ほうほう

です。また、インフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

流 行
りゅうこう

等
など

の情 報
じょうほう

にも注意
ちゅうい

をはらい、地域
ち い き

の

保健所
ほけんじょ

等
など

から案内
あんない

があれば、流行前
りゅうこうまえ

に

ワクチン
わ く ち ん

接種
せっしゅ

を受
う

けることも効果的
こうかてき

な予防法
よぼうほう

です。ワクチン
わ く ち ん

は接種
せっしゅ

してから実際
じっさい

に効果
こ う か

を

発揮
は っ き

するまでに約
やく

２週間
  しゅうかん

かかります。

インフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

の流 行
りゅうこう

は１２月
  が つ

～３月
  がつ

です

ので、１１月
   がつ

中 旬
ちゅうじゅん

頃
ごろ

までに接種
せっしゅ

を終
お

えてお

くと、より効果的
こうかてき

でしょう。        

 

＜日本
に ほ ん

のことば＞ －七五三
  しちごさん

（しちごさん） 

－ 

 子供
こ ど も

の無事
ぶ じ

な成 長
せいちょう

を感謝
かんしゃ

し、将 来
しょうらい

の幸福
こうふく

を願
ねが

う行事
ぎょうじ

で、子供
こ ど も

は「晴れ着（はれぎ）」

に身
み

を包
つつ

み、家族
か ぞ く

に連
つ

れられ、「神社（じん

じゃ）」などに参拝
さんぱい

します。神社
じんじゃ

は「長寿（ち

ょうじゅ）」の意味
い み

をこめて、子供
こ ど も

に「千歳

飴（ちとせあめ）」をわたします。 
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choju (long lives).  

It’s normal for boys to be taken to a shrine in the years they turn 

three and five, and for girls in the years when they turn three and 

seven. Shichi-Go-San is based on a ceremony from the Heian period. 

In the past, it was normally held on November 15, but these days, 

parents take their children to shrines when they have time off work, 

which might be a little before or after the 15th.  

Shichi-Go-San celebrates the ages of three, five and seven, but of 

these, the age of seven is considered to be a particularly important 

turning-point, representing the end of infancy. In the past, when the 

child mortality rate was high, a child was considered to be “God’s 

child” until he or she reached seven; after the age of seven, the child 

became a member of the community for the first time. You might say 

that the purpose of Shichi-Go-San is not only to give thanks for the 

growth of children, but to make the children themselves aware that 

they are becoming part of the community.  

 

 

男
おとこ

の子
こ

は三歳
   さい

と五歳
   さい

、 女
おんな

の子
こ

は三歳
   さい

と

七歳
   さい

の年
とし

に行うのが一般的
いっぱんてき

とされています。

七五三
しちごさん

は、平安
へいあん

時代
じ だ い

頃
ころ

からの儀式
ぎ し き

がもとにな

っており、１１月
    が つ

１５日
    に ち

に祝
いわ

うことが多
おお

いよ

うですが、現在
げんざい

はこの日
ひ

にあまりこだわらず、

前後
ぜ ん ご

の休 日
きゅうじつ

などに 行
おこな

われています。  
七五三
しちごさん

の中
なか

でも、七歳
  さい

の祝
いわ

いは、幼児期
よ う じ き

の

最後
さ い ご

として重 要
じゅうよう

な節目
ふ し め

とされてきました。

乳幼児
にゅうようじ

の死亡率
しぼうりつ

が高
たか

かった 昔
むかし

は七歳
  さい

までは

神
かみ

の子
こ

とされ、七歳
  さい

になって初
はじ

めて社会
しゃかい

の

一員
いちいん

として認
みと

められたそうです。子供
こども

の成 長
せいちょう

を祝
いわ

うと同時
ど う じ

に、子供
こども

自身
じ し ん

にもその自覚
じ か く

を与
あた

えるための行事
ぎょうじ

であるともいえます。 
 

 


